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国際原子力エネルギー協力フレームワーク（ＩＦＮＥＣ） 

第４回執行委員会会合結果について 

 
平 成 ２ ５ 年 １ １ 月 ８ 日 

内 閣 府 

原子力政策担当室 

 

 

平成２５年１０月２４日、ＩＦＮＥＣ第４回執行委員会会合（閣僚級会合）がアブ

ダビ（UAE）にて開催され、近藤原子力委員会委員長等が出席した。前日には執行委員

会会合の事前準備等を行う第６回ＩＦＮＥＣ運営グループ会合（局長級会合）が開催

された。会合結果概要を以下に報告する。 

 
１．開催日 

平成２５年１０月２４日(木）、於：セントレジスホテル（アブダビ） 

 

２．出席者 

ＩＦＮＥＣ参加国（正式メンバ国）２１ヵ国、オブザーバー国３ヵ国及びオブザ

ーバー機関２機関が出席した（添付１参照）。 

（１）主要国からの出席者 

ＵＡＥ（ホスト国）：  アルカービ・駐ＩＡＥＡ・ＵＡＥ大使（会合議長） 

アメリカ（米）：  ポネマン・エネルギー省（ＤＯＥ）副長官 

フランス（仏）：  ビゴ・原子力・代替エネルギー庁（ＣＥＡ）長官 

ロ シ ア（露）：  クチノフ・ロスアトム長官顧問 

（２）我が国からの出席者 

近藤 駿介 原子力委員会委員長 

中野 節 内閣府大臣官房審議官（ＩＦＮＥＣ運営グループ副議長） 

鈴木 一弘 経済産業省アドバイザー（燃料供給サービスＷＧ共同議長） 

その他､（内閣府）貞安上席調査員､柳澤調査員､（経産省）藤原交渉官､岩崎補佐 

 

３．執行委員会会合の結果（概要） 

今回の会合には、ＩＦＮＥＣ参加国２１ヵ国、オブザーバー国３ヵ国、オブザー

バー機関２機関からの参加があった。 

会議の冒頭、アルカービ・駐ＩＡＥＡ・ＵＡＥ大使から歓迎の挨拶とともに、同

国の原子力発電所が２０１７年稼働の予定で順調に建設中との報告があった。また、

各国から代表挨拶が行われ、我が国の代表挨拶において、近藤原子力委員会委員長

より、福島第一原発における廃炉及び汚染水問題への取組、避難地域の復興への取

組、原子力規制委員会による新規制基準策定及び申請への対応等、我が国のエネル

ギー基本計画の検討が行われていることなどが述べられた。（添付２参照）。 

 

その後、運営グループ、基盤整備ＷＧ及び燃料供給サービスＷＧより、それぞれ

の活動状況と今後の活動方針等が報告された。特に基盤整備ＷＧからは人的資源の

確保に関する課題や、燃料供給サービスＷＧからは産業界や原子力発電所の新規参
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入予定国も含めたワークショップの開催計画に関する報告があった。また、ＩＦＮ

ＥＣ執行委員会会合に先駆けて１０月２２日に開催されたファイナンス/規制/エネ

ルギー計画当局ワークショップの結果について、バーカトーラ・アブダビ首長国基

準監督局（Regulation and Supervision Bureau）課長より報告があった。 

これらを踏まえ、会合議長により共同声明がとりまとめられた。 

 

４．共同声明のとりまとめ（添付４参照） 

採択された共同声明の概要は以下のとおり。 

 

 原子力発電に初めて取り組む国が直面している、資金及び人的資源の確保、強

固で独立性の高い規制当局の設置等の大きな課題に対して、 ＩＦＮＥＣは、これ

らの課題を討議する場を提供し、各国が解決策を作り上げるための支援を約束

する。 

 

 ＩＦＮＥＣ執行委員会は、来年以降も以下の様な課題に取り組むことを了承した。 

 

- 運営グループ、基盤整備ＷＧ及び燃料供給サービスＷＧは、ＩＦＮＥＣが原子

力エネルギーの安全、セキュリティ、持続的な利用に貢献できる具体的な活

動等を執行委員会に提案する。 

 

- 運営グループ、基盤整備ＷＧ及び燃料供給サービスＷＧは、ＩＡＥＡや GIF 等

と緊密に協力して、原子力の発展のために重要な課題に注力する。 

 

- 燃料供給サービスＷＧは、関連産業界とのワークショップ開催を進め、

その成果やそれ以降の進展等について、２０１４年の執行委員会会合で

報告する。 

 

- 基盤整備ＷＧは、人材養成、規制体系、緊急時対応計画、廃棄物管理等

の原子力の推進に必要な基盤構築に関わる重要な課題に継続的に取り組

む。 

 

- 基盤整備ＷＧは、アフリカにおける原子力エネルギーの開発に関連する

課題（人材養成や規制・ライセンス等）に焦点をあてたワークショップ

を２０１４年に開催するよう努める。 

 

- 執行委員会は、運営グループに対して、事務局機能を含むＩＦＮＥＣの

活動のあり方を評価・検討し、報告するよう指示する。 

 

５．その他 

 韓国より、２０１４年の執行委員会会合のホストを引き受けるとの提案があ

り採択された。  

 ルーマニアより、２０１４年の運営グループ会合と燃料供給サービスＷＧ会

合を主催するとの提案があり採択された。  
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 ヨルダンより、２０１４年に Small Modular Reactor のワークショップを主

催するとの提案があり採択された。  

 ガーナより、２０１４年にアフリカでの原子力発電の発展に関するワークシ

ョップを開催するとの提案があった。 

 

 

６．添付資料 

添付１：第４回執行委員会会合出席国リスト 

添付２：第４回執行委員会会合近藤駿介原子力委員会委員長代表挨拶（英文） 

添付３：第４回執行委員会会合近藤駿介原子力委員会委員長代表挨拶（仮訳） 

添付４：第４回執行委員会共同声明（英文） 

添付５：第４回執行委員会共同声明（仮訳） 

 

 

                             以 上 
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【参考１】第６回運営グループ会合の結果概要 

○開催日：平成２５年１０月２３日(水）、於：セントレジスホテル（アブダビ） 

○出席者： 

米  国（議 長）：マクギニス エネルギー省次官補代理 

日  本（副議長）：中野 節 内閣府大臣官房審議官 

フランス（副議長）：フレデリック・ジュルネ原子力・代替エネルギー庁ディレクター

（副議長代理） 

中  国（副議長）：ロン・ジャン China National Energy Administration 

○運営グループ会合の結果概要： 

翌日に予定されている執行委員会会合に向けた事前準備のための運営グループ

会合が開催された。各ＷＧの活動報告及びファイナンスＷＳの結果報告等がなさ

れ、翌日に採択される共同声明文の確認が行われた。 

 

 

【参考２】ＩＦＮＥＣ加盟国 

参加国：３２ヵ国、オブザーバー国：３１ヵ国、オブザーバー機関：３機関 

（２０１３年１０月２０日時点） 

 

 
（了） 




